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的)ほ ど高く収比に比例した。に激牧的利用では概して
ペレニアルライグラスの茎数が多く,また時期別1又量の

変動は少なかった。

以上から,草地の放牧的利用は密度の確保に役立ち,

裸地および時期別収量の変動が比較的少ないが収量面で

は採草的利用に劣ることを知り得た。

砂丘地の草地化についての基礎試験

― 砂丘地の草地化における肥料 3要素の肥効について一

田

(秋 田県畜試)

1ま え が き

私ともは前報までの成績において砂丘地の草地化をは

かるために,腐植質資材の層を地表下に設定すれば増収
効果が大きく,かつ,し尿を併用することによって一層
安定した草地化が可能であることを確認した。さらに腐

植質資材ならびにし尿の施用量についてもほぼその適正

量を把握した。本試験においては,これらの処理に加え

られるべき化学肥料の施用量を確定するため肥料 3要素
の1巴効について検討することとした。

2試 験 方 法

1 1区面積および区制 :1/1,700ポ ット使用, 3
区制,乱塊法

2 供試上壌は従来の試験に供用した土壌と同じもの
を用いることとし,砂丘現地より採取した。
3 供試草種はオーチャードグラスとした。
4 試験区の設定 (第 1表 )
5 耕種方法は,1967年 4月 24日 にポット当り 160粒
(10α 換算 25た,)を散播した。供用した種子の発芽率
は83%,千粒重は092′ である。追lEは年間,基肥と等
量とし,季節によって増減した。

6 メ1収月日および刈取高さは次のとおりである。
第 1回  7月 11日  5開
第 2回  8月 2日  //
第 3回  8月 30日  〃
第 4回  10月 13日   ″

3試 験 結 果

第 2表によって生草重の変化をみると,無 l●L料区で
は,発芽はするが,ほとんと生育せず, 1番刈り,2番

刈りともに刈取りするに至らなかった。 3番刈り以降は

わずかに刈取り可能になったがその量はきわめてわずか

である。このことは無N区においても全く同様であり,
P205,K20が 与えられても,Nが与えられなければ
生育は全く不可能であるといえる。

3要素別にみると,Nは増量するにしたがってその収
量はきわめて顕著に増大し,Nに対する感応の大きいこ
とが認められた。

P206についてはNほどではないが,やはり増量する
にしたがってl」 lらかに収量が上昇することがうかがわれ

一二須
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施肥量増減の階級は05,lo,■ 5と した。
Nは硫安,P205は 過石,K20は 塩加を用
いた。
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第 表 各刈取時 における生草重

区験試
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生 草 重
百 分 比

回1 2  回 3     回 4  回 計

０
１
１
１

１
１
１
１

０
も
巧
巧
巧

Ｋ一
Ｋ一
Ｋ一
Ｋ一　
Ｋ一
Ｋ一
Ｋ一
Ｋ一　
Ｋ一
同
Ｋ̈ ‐
卸
Ｈ

０

１

１

１

１

０

５

５

１

１

１

お

も

一

一

一

一
　

一

一

一
０

一
１

　

一

一

一

¨
０

一
１

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

一
一
一
・０
　
一１

一
一
一　
一
一
一
判
１̈

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

′
０
２２
０
‐５

２６
６
‐４
２８

■
‐５
‐７
４
２８

0 ′
16
0
8

18
3

8

17

10
12
13
5

18

03′
9

03
3

18
1

10
8

2
8
7

4
2

06′
66
06
35

75
17
50
75

30
52
56
21
76

１０
斜
鬼
５７
９２

10%
1,122
10
595

1,275
289
850
1,275

１
００
１
”

‐４
２６
７６
‐４

４６
７９
８５
３２
‐５

た。

K20については,増量に対する収量の上昇の度合は

N,P205よ りも緩慢で比較的感応の仕方が小さいと認
められる。

次に 1要素を欠く場合,すなわち無N区 ,無 P区 ,無

K区を比較してみると,その収量制限因子はN>P206
>K20と なり,Nを欠く場合が最も強く収量を支配す
るが,K20が最も支配力が弱い。
3要素のいずれかを減量した場合には,N減量の影響
が大きく,P206お よびK20の減量はそれほどの差が

認められない。しかしながら標洋肥料区との間ではかな

りの差が認められる。また, 3要素のいずれかを増量し

た場合についてみると,N増量区とP増量区との間では

収量は極めて接近し,K増量区がやや低下している。ま
た,N増量区とP増量区は標準肥料区との間でも収量差
が少ない。

次に, 3要素のすべてを減量した場合と増量した場合

とについて,それぞれ標準肥料区と対比してみると, 3

要素を減量した区では標準肥料区と比較して収量は減量

しその差は大きいが,増量した区ではその増収部分はわ

ずかである。

次いで,草丈と収畳との相関を求めてみると, 1番メ1

りにおいては I=0942, 2番刈りでは r=o818, 3

番刈りでは I=0725,ま た,4番刈りでは■=0846
と,いずれの刈販時においてもきわめて高い相関が認め

られる。このことは,肥料 3要素の施用量が正しくオー

チャードグラスの生育7_‐ 反応したものであることを示し

ている。

4考

きく,無肥料もしくは無窒素の条件では全 く生育 しな

い。このことは他の一般上壌における窒素の影響と全く

異なるところで,きわめて特徴的であるといえる。

一般土壌における窒索の肥効については,次の諸報告

がある。すなわち,新口1)「火山灰地における牧草施肥

の影響」によれば,チモシーで無肥料または無窒素でも

3カ年の合計1又量は10α 当りそれぞれ 922119, 875た ,で

あり,標準肥料区に対して49%および47%に相当するこ

とが報告されている。また,小原ら2)は ,加里欠乏に対

する抵抗性の強い草種間の差異について報告し,こ の中

でオーチャードグラスについて無‖巴料区および無窒素区

が 3要素区に対して19%お よび30%の収量にととまった

としている。この外,豊口0,吉野らゆにもほぼ同様の

報告がある。これらの成績は,私ともの砂丘地における

成績とは全く異なった傾向を示している。

察

第 3表 試 験 結 果 の要 約

3要 素 減 量 の場 合

生 育 せ ず

事し(綴怪

3要 素 増 量 の場 合
砂丘土壌における施肥効果は窒素の影響がきわめて大
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次に,筆素を減量した場合においても著しく減収を招

くことになり,窒素に対する感応が非常に大きいことが

わかる。このように秒丘土壌における窒素の1巴効が一般

土壌に比較して顕著であることは,イ ネl■牧草が窒素に

対する要求度の高いことによるものであることは勿論で

あるが,よ り以上に土壌中に窒素分が殆んど存在しない

という砂丘上饗特有の性質によるものであることは容易

に推測される。

次に,無燐酸,無加里の条件では筆素ほどの影響は示
さないにしても,やはりかなりの減収となって くる。

また,燐酸,加里を減量しても窒索ほどの影響は認めら
れない。ただ 3要素すべてを減量すると,ゃはり窒素の

支配力が大きくあらわれて著しい減収を示す ことにな

る。これに反して3要素のそれぞれを減量した場合や,
3要素すべてを増量しても標準肥ll区に比してやゃ増収
を示すが,その増収度合は緩慢である。

以上のことを要約すると,窒素が最も大きな収量制限
因子で,次いで憐酸,加里の順となる。新田つは火山灰
地における牧草施肥の影響について,チ モシーでは,初
年目は隣酸の効果が最も強くあらわれたとしている。ま

た,出井ら5)は鉱質土嬢における牧草の肥料の感応につ

いて,オーチャードグラスは窒素の多施用による増収効

果がきわめて大きいが,憐酸および加工の増施は収量を

高めなかったと報告している。このように上壌条件に

よってその肥効はまちまちであるが,いずれにしても砂

丘土壌におけるオ¨チャードグラスの生育には窒素の支

配力が極めて特徴的で,砂丘草地の肥培管理上着日すべ

き事実である。
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青森県におけるオーチャードグラスおよび

ラジノクローバの採種の可能性について

功 。尾 崎 義 夫*

(青 森県畜試)

1ま え が き

青森県で最も普及しているオーチャードグラスおょび

ラジノクローバの 2草種について,昭和37年から昭和38

年の2カ年にわたって採種量を調査し,採種の可能性に
ついて検討したので報告する。

2試 験 方 法

1 供試圃場
供試圃場は野辺地湾南西方約 4議,標高430π ,Jヒ緯
40。 509′ に位置する青森県畜産試験場内で,地質は十
和口八甲日系火山灰土嬢,土性は埴壌上で,前作はラジ
ノクローパである。

2 試験期間中の気象概況

今

久保らによれば採種に関係の深い気象要素として開花

登熟期間中の降水量, 日照時間および気温日較差をあげ
ているが,第 1表に試験期間中 (4月 ～ 8月 )の気象概
況を示した。第 1表によれば,昭和37年は全般に試験期
間を通じて高温,少雨,多照気味で良好であった。開花
登熟期間 (6～ 8日 )の気温較差は 6～ 7月 が小さく,
とくに 6月 の気温較差力堵 しく小さかった。 8月 はゃや

大きく経過した。昭和38年は 6～ 8月 の平均気温がやや
低く, 日照時間も少なかった。降水量は 6～ 7月 が顕著
に多く,全般に採種期間における気象条件は不順であっ
た。しかし,気温較差は 4～ 8月 までいずれも平年より
大きかった。

丼現青森県農業研修所


